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障害のある子どもの教育の在り方に関する研究班

専門研究A

「特別支援教育における
ICF‐CYの活用に関する実際的研究

（平成20～21年度）」

平成２０年度研究進捗状況及び

平成２１年度研究概要報告

本研究の背景
●教育におけるICF‐CYの活用の方向性として以下のような
ことが考えられる。（徳永ら、2008）

・個別の教育支援計画等における実態把握のためのICF‐CY の項
目活用

・多職種間連携のための共通言語としての活用

・情報と課題の整理及び支援計画作成のための「ICF関連図」活用

・診断名ではなく、生活の中でのニーズを整理する視点に基づい
た小・中学校等での児童生徒理解と支援のための活用（センター
的機能での活用を含む）的機能での活用を含む）

・環境面への配慮の視点と介入後の効果判定へ活用

・電子化ツールによる簡便且つ効率的な活用

●教育においては、ICF以上にICF‐CYの活用が支持される
（堺、2008）
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●これまでのICF‐CY活用は、一部の学校や教員による活用の範囲

を出ず、実際的、具体的な活用方法論検討が必要。具体的内容
は以下のとおり。（徳永ら、2008）

実用性 高 学校現場等 目的にそ た 項目 セ

（続）本研究の背景

・実用性の高い、学校現場等の目的にそったICF‐CYの項目のセ
ット（コアセット）の開発

・評価基準の検討と手引きの作成

・ICF‐CY及びその活用についての幅広い理解啓発

・活用のための研修パッケージ開発 等

●中教審答申（2008 1）で特別支援学校の教育課程改善における●中教審答申（2008.1）で特別支援学校の教育課程改善における
ICFの必要性について言及され、学習指導要領等で何らかの関

連記述があり、その後、さらに活用ニーズが高まることが予測さ
れること

●ICF‐CY日本語訳が2008年度中に刊行される予定であること

（参考）新学習指導要領等解説書案におけるICFの位置づけ

●「障害のとらえ方と関連づけるものとして」● 障害のとらえ方と関連づけるものとして」

（同自立活動編案）

●「個別の教育支援計画での関係者間での実態把握
と共通理解の参考として」

（同総則編）（同総則編）

（特別支援学校学習指導要領等解説書案より抜粋・要約）



3

(参考)解説書案に引用された、具体例が入った概念図

（出典： 社会保障審議会統計分科会、
2007）

本研究の目的

特別支援教育における具体的な
ICF‐CYの活用方法論を明らかにし、

併せてそのためのツールの開発を行
うことを通して、学校現場での実際の
活用に寄与するとともに、障害のある活用に寄与するとともに、障害のある
子どもの教育に今後の在り方につい
て提言を行うこと。
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本研究の基本コンセプト

「ICF‐CYの教育への活用の方向性を探る」
＠「ICF児童青年期バージョンの教育施策への活用に関する開

「特別支援教育の文脈で、ICF‐CYが実際にどのよ

発的研究（18～19年度）」

すなわち、ICF‐CY→教育

特別支援教育の文脈で、ICF CYが実際にどのよ
うに活用できるのかを検討する」＠本研究

すなわち、ICF‐CY ありきではない、

特別支援教育→ICF‐CY

研究方法

• 先行研究や関連情報の収集のための文献研究

• 特別支援学校や関連機関でのフィールドワークを通した資料収
集と方法論試案の実証

• グループインタビュー等を通した質的研究

• 特別支援学校におけるICF/ICF‐CYに関する認知度等に関する、
記述式質問紙郵送による調査研究

• 研究所内分担者・所内外協力者・協力機関・研究パートナーに
よるメーリングリスト、SNS、電話、研究協議会等を介した協議よるメ リングリスト、SNS、電話、研究協議会等を介した協議

• 科学研究補助金研究「特別支援教育における国際生活機能分
類児童青年期版活用のための研修パッケージ開発」との連携

等
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研究内容

• 先行研究や関連情報の収集・検討と、それらに基づいた実
践研究データベース作り

• 特別支援教育におけるICF/ICF‐CY活用の背景、目的、成果、
課題等に関する検討

• 特別支援学校におけるICF/ICF‐CYに関する認知度、活用状
況、課題等について現状把握と分析

• ICF‐CYの活用方法の検討と活用を支えるツールの開発

• 幅広いケースへの活用事例の蓄積• 幅広いケースへの活用事例の蓄積

• 学習指導要領手引き書等への提供可能な資料の蓄積

• 今後の障害のある子どもの教育の在り方についての検討

本研究の
全体イメージ ICF‐CYの考え方、障害の捉え方、基礎知識

及びそれらと特別支援教育の理念と整合性 自立活動解説書
対応詳細解説

ICFの守備範囲、活用の目的、限界性の明示

教育としてのICFーCY活用目的の整理

等 等 体 方 論 例

（本研究で必ず押さえておきたい内容） （できるだけ早い段階で出
すことが期待されるもの）

小中学校で又はセンター
的機能での活用の方法

個別の教育支援計画で

初期アセスメント、
事後評価ツールと
してのICF‐CY チェッ
クリスト

全体像の把握、課
題の整理、支援目
標設定ルールとし
てのICF関連図

子ども本人による活用方法

活
用
目
的
別
仮
想
事

自立活動での活用方法

科研 研修

生活全体？での実態把握
電
子
化
ツ
ー
ル
等
の
開
発

（本研究に強い
関連のあるもの）

（柱になる方法論） （場面等別等の具体的方法論の例）

（活
用
を
支
え
る
も
の
、

（示
し
方
）

寄宿舎での活用方法

権利条約関連

個別の教育支援計画で
の活用

てのICF関連図 事
例

実践報告
データ
ベース開
発とwebで
の公開

障害認定関連

認知度、活
用動向等に
ついての特
別支援学
校調査

ICF又はICF‐CY
活用の背景、
成果、課題、
展望等につい
ての質的研究

科研 研修
パッケージ
開発

発

（障害のある子どもの教育の
在り方に関する研究班として
できれば検討したいところ）

手
段
）

（具体的研究活動且つ本研究全体を支える内容を導くもの）

個々の教育
的ニーズにつ
いてのとらえ
方、把握の仕
方の整理

特別支援教育関
連他領域や
WHOや外国等
でのICF‐CY活用
動向の把握
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研究組織
＜所内スタッフ＞

(研究代表者）

徳永亜希雄（Web担当兼任)徳永亜希雄（Web担当兼任)

（分担者）

松村勘由（副代表）、渡邉正裕

（協力者）

大内進 小松幸恵 菊地 文 猪子秀太郎 横大内進、小松幸恵、菊地一文、猪子秀太郎、横
尾俊

（平成21年度研究研修員）

加福千佳子、小林幸子

研究組織
＜研究協力者氏名（所属）＞

大久保直子氏（たすく株式会社）

大関 毅氏 （茨城県立協和養護学校）大関 毅氏 （茨城県立協和養護学校）

齊籐 博之氏 （山形県立上山高等養護学校）

佐藤 久夫氏 （日本社会事業大学）

下尾 直子氏 （日本女子大学大学院）

田中 浩二氏 （のあ保育園・九州大学大学院）

富山比呂志氏（茨城県立つくば養護学校）

逵 直美氏（三重県立城山特別支援学校草の実分校）
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（続）研究組織

＜研究協力機関＞

東京都立墨東特別支援学校東京都立墨東特別支援学校

静岡県立中央特別支援学校

静岡県立西部特別支援学校

＜研究パートナー＞

秋田県立勝平養護学校秋田県立勝平養護学校

静岡県立御殿場特別支援学校

福井県立南越養護学校

20年度研究活動経過

• 週1回程度の所内分担者会議（月に1回程度、協力者も
参加）の開催

• ML・SNS等での協議（随時）

• 研究協議会による検討（8月、2月、3月、含むフォーカス
グループインタビュー実施）

• 特別支援学校等でのフィールドワーク

• 文部科学省 厚生労働省等の関連機関・関係者と協議文部科学省、厚生労働省等の関連機関 関係者と協議

• ICF‐CY国際会議での資料収集と研究成果等の発表

• 新学習指導要領解説書案詳細説明案の検討

• 研究紀要や一般雑誌での研究成果の一部公表
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（参考）障害のとらえ方とICFと学習指導要領

• 特別支援教育での指導の対象となる「障害による学
習上又は生活上の困難」は、ICFとの関連でとらえる
ことが必要。

• すなわち，「心身機能・身体構造」，「活動」，「参加」
といった生活機能とそれらに障害のある状態を相互
に関連させながら把握することが大切。

• そして、「個人因子」や「環境因子」等とのかかわりな
ども踏まえて，個々「学習上又は生活上の困難」を
把握したり、その改善・克服を図るための指導の方
向性や関係機関等との連携の在り方などを検討し
たりすることが求められる。

（特別支援学校学習指導要領等解説書案より抜粋・要約）

（参考）自立活動解説書案詳細説明案についての検討

（記載事例）下肢にまひがあり，移動が困難な児童が，地
域のある場所に外出をできるようにする指導を行う際
の留意点の留意点

①本人のまひの状態や移動の困難にだけ目を向けるの
でなく，移動手段の活用，周囲の環境の把握，コミュニ
ケーションの状況などについて実際に行っている状況
や可能性を詳細に把握すること

②このような生活機能と障害に加えて 本人の外出に対②このような生活機能と障害に加えて，本人の外出に対
する意欲，習慣等や地域のバリアフリー環境，周囲の
人の意識等を明らかにすること

③生活機能と障害に個人因子や環境因子がどのように
関連しているのかを検討すること
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＜健康状態＞ 変調または病気

＜活動＞課題や行為の個人による遂行＜心身機能・身体構造＞ ＜参加＞生活・人生場面へのかかわり

下肢の麻痺の状況* 移動の状況* 地域のある場所への

生活機能

前述①②について整理した図（案）

動

周囲の環境把握の
状況*  **

移動手段の活用状況*

周囲の環境把握の
状況*  **

コミュニケーション
の状況*  **

コミュニケーショ
ンの状況* **

地域のある場所への
外出の状況*

＜環境因子＞
物的・人的・制度的環境

＜個人因子＞
体力、習慣、経験、性格
困難への対処方法 など

＜主体・主観＞本人の気持ち など

外出に関する意欲*** 習慣地域のバリアフリー環境

周囲の人の意識

（前頁図の補足）

• 関連図の枠組みは大久保(2006)を元に作成））

* 実際に行っている状況に加えて、可能性についても
把握

** 周囲の環境把握の状況及びコミュニケーションの状

況に関する内容は、「心身機能・身体構造」「活動」の
双方に含まれると判断し、併記

** 意欲について、解説の中では個人因子として整理さ
れているが、ここでは「主体・主観」の枠に整理
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21年度（最終年度）の研究活動概要

• 活用方法論素案の実証的検討と試案の提案

• 特別支援学校におけるICF/ICF‐CYに関する認知特別支援学校におけるICF/ICF‐CYに関する認知

度、活用状況、課題等についての記述式質問
紙郵送による調査

• 特別支援教育における教育課題とICF‐CY活用

について検討する、特殊教育学会自主シンポ
ジウム開催

• 実地調査、研究協議会等の実施

• 研究の総括と研究成果報告書作成
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